
令和６年度福岡県北筑後保健所運営協議会 議事概要 

 

１ 開催状況 

（１）日  時  令和６年８月２２日（木）１４時～１５時 

（２）場  所  福岡県朝倉総合庁舎２階 大会議室 

（３）出席委員  委員１６名中１４名出席 

（４）審議結果  議事について承認 

 

２ 議 事 

（１）北筑後保健所運営委員会各部会の開催状況について 

   ① 地域救急医療部会 

   ② 保健事業部会 

   ③ 精神保健福祉部会 

 

（２）令和５年度事業報告及び令和６年度事業計画について 

 

３ 各委員からの意見等について 

（１） 地域救急医療部会について 

   〇救急医療の現状について、小郡三井地区の在宅当番医制の件数の推移はいかがか。 

   ［事務局］ 

    増加傾向であるが、コロナ禍前には戻っていない状況である。 

 

〇病院群輪番制について、実績報告をみると、日頃救急を受けてない病院の当番日の実績は少なく、

対応できていない状況である。一方、24 時間 365 日救急受入れ可能と認識されている病院があり、

それらの病院の医師等は輪番日であるか否かを意識せずに働いている。 

高齢化社会が続き、救急車の搬送台数も年々増加している。働き方改革により若い世代の医師の

意識は変わってきており、救急医療を支えている病院が、労働基準局の指導を受ける等によりその

機能に影響がでる可能性を危惧している。 

在宅当番医制や病院群輪番制により救急医療体制が十分整っているように書かれているが、地域

救急医療の現状を知っていただきたい。 

   ［事務局］ 

いただいたご意見を県の担当部局とも共有してまいります。 

 

 （２）令和５年度事業報告及び令和６年度事業計画について 

   〇 結核対策について、外国籍の労働者の方について検診の啓発等はできるか 

   ［事務局］ 

今後、国において、入国後日本在留中に結核と診断された方が多い国からの中長期滞在者に

ついては、入国前に検査を求める制度が実施される予定となっております。（入国前結核ス

クリーニング） 

 


